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焔硝蔵平場から堀切の眺め 

植木２号緑地の平場が甦った 

 
蹴鞠場をＴＶ取材する泉秀樹さん 

 
玉縄城を偲ぶコースの案内看板 

玉
縄
城
址
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
史
跡
指
定
へ 

玉
縄
城
址
遺
構
を
保
全
し
て
史
跡
指
定
へ 

  

当
会
は
６
年
前
か
ら
進
め
て
い
る
保
全
活 

動
を
も
と
に
、
玉
縄
城
址
遺
構
の
史
跡
指
定 

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
８
月 

の
文
化
財
専
門
委
員
会
で
「
審
議
継
続
」
が 

決
り
、
こ
れ
か
ら
市
の
文
化
財
部
を
通
し
て 

遺
構
の
詳
細
デ
ー
タ
提
出
を
行
い
ま
す
。 

玉
縄
城
址
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
史
跡
指
定 

の
可
能
性
が
、
よ
う
や
く
開
け
て
き
ま
し
た
。 

 

 
こ
の
作
業
は
、
放
置
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
市
の

歴
史
遺
構
緑
地
の
保
全
を
、
市
に
余
力
が
な
い

な
ら
ば
市
民
が
肩
代
り
す
る
―
そ
の
モ
デ
ル

事
業
だ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
作

業
で
七
曲
り
古
道
に
続
く
荒
果
て
た
堀
切
と

平
場
が
鮮
や
か
に
甦
り
ま
し
た
。
次
は
、
焔
硝

蔵
斜
面
地
の
竹
林
を
伐
採
整
備
し
、
周
遊
路
を 

焔
硝
蔵
＝
植
木
２
号
緑
地
遺
構
の
保
全 

 

的
な
遺
構
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
も
分
っ

て
き
ま
し
た
。
９
月
か
ら
詳
し
い
調
査
と
薮

の
刈
込
み
作
業
に
入
り
ま
す
。 

  

重
文
古
民
家
と
歴
史
民
俗
資
料
館
と
を
、

玉
縄
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
中
核

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
「
地
域
に
つ
な
ぐ
」

当
会
の
活
動
が
、
文
化
庁
委
託
事
業
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
文
化
を
繋
ぐ
、
歴
史
を
繋

ぐ
、
手
技
を
繋
ぐ
、
人
を
繋
ぐ
、
未
来
へ
繋

ぐ
、
５
つ
の
活
動
で
す
。
平
成
２
３
年
１
月

の
玉
縄
ふ
る
さ
と
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
以
来
の
発
想
と
汗
か
き
が
認
め
ら

れ
た
も
の
と
、
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
鎌
倉
市
は
、
こ
の
ほ
ど
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
地
域
活
性
化
拠
点
に
「
玉
縄
城

跡
周
辺
地
区
」
と
記
載
し
ま
し
た
。
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」 

は
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。 

     

文
化
庁
委
託
事
業
の
指
定
を
受
け
る 

つ
く
る
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

  

玉
縄
城
の
蹴
鞠
場
は
全
国
的
に
も
殆
ど

例
を
み
な
い
貴
重
な
史
跡
で
す
。
こ
こ
に
繁

茂
し
て
い
た
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
の
刈
込
と
梅

林
剪
定
の
第
一
次
作
業
の
結
果
、
藪
に
隠
れ

て
い
た
土
塁
や
堀
切
な
ど
、
魅
力
的
な
遺
構

の
全
体
像
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。 

８
月
に
は
、
説
明
看
板
を
制
作
。
蹴
鞠
場

を
始
め
、
諏
訪
壇
、
大
手
門
上
の
パ
ノ
ラ
マ
、

焔
硝
蔵
上
へ
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。 

  

こ
こ
は
城
を
攻
め
る
敵
に
上
か
ら
応
戦

す
る
「
矢
射
ち
場
」
で
あ
り
、
真
下
に
み
え

る
七
曲
坂
平
場
（
武
者
だ
ま
り
）
と
の
立
体 

蹴
鞠
場
保
全
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と 

 

諏
訪
壇
三
角
平
場
の
城
郭
的
意
味 
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玉縄ふるさと館で【手技を繋ぐ】：展示品のリストづくり、民具、農具の展示替えと修復を７月～８月で５回実施 

    

鎌倉高校生、インターンシップの大学生もボランティア参加。アッ！この樽の寄贈札にご先祖様の名前が書いてある！ 

    

重い石臼もモッコと天秤棒で１階の「体験学習コーナ」へ移動。 動態展示用の唐箕を磨いて、さて動くかな？ 

【文
化
庁
委
託
事
業
】と
な
っ
た
当
会
活
動 

こ
の
ほ
ど
、
重
文
古
民
家
と
歴
史
民
俗
資

料
館
を
、
玉
縄
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
中
核
施
設
と
位
置
づ
け
、「
地
域
を
つ
な

ぐ
活
動
」
と
し
て
、
私
た
ち
の
提
案
し
た
鎌

倉
・
玉
縄
の
重
文
古
民
家
と
歴
史
民
俗
資
料

館
の
管
理
活
用
事
業
が
、
文
化
庁
委
託
事
業

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。 

◆
文
化
を
繋
ぐ
：
若
い
母
親
を
対
象
と
し
た 

「
昔
の
く
ら
し
衣
食
住
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

９
月
１
７
日
（
木
）
１
０
時
重
文
古
民
家 

◆
歴
史
を
繋
ぐ
：
地
域
史
の
素
晴
ら
し
さ
再 

発
見
セ
レ
モ
ニ
ー 

重
文
古
民
家 

１
０
月
１
７
日
（
土
）
１
３
時
００
分 

◆
手
技
を
繋
ぐ
：
展
示
中
の
大
八
車
、
唐
箕
、

手
桶
等
の
補
修
・
竹
細
工
制
作
展
示 

 

７
月
～
１
１
月
中
活
動 

◆
人
々
を
繋
ぐ
：
重
文
古
民
家
と
歴
史
民
俗 

資
料
館
で
市
民
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

１
１
月
１
０
日
、
１
７
日
、
２
４
日 

◆
未
来
へ
繋
ぐ
： 

小
学
生
の
体
験
学
習
強
化 

１
月
～
３
月
鎌
倉
市
の
小
学
生
９
０
０
人

が
昔
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
。 

以
上
、
５
つ
の
「
つ
な
ぐ
事
業
」
、
こ
れ
ら

を
玉
縄
城
文
化
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
進

め
ま
す
。
平
成
２
３
年
１
月
の
玉
縄
ふ
る
さ

と
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
以
来
の
活
動

が
認
め
ら
れ
て
、
私
た
ち
の
汗
か
き
に
も
一

段
と
力
が
入
り
ま
す
。 

ご
一
緒
に
活
動
致
し
ま
し
ょ
う
。 

文化庁委託事業 人を繋ぐ：重文古民家と歴史民俗資料館《市民キュレーター養成講座》 

日時：平成 27年 11 月 10 日、17 日、24日 各火曜日 受講料：2000 円（全 4単位）定員：20 名 

会場：重要文化財旧石井家住宅、歴史民俗資料館 

第１回：ワークショップ（民具補修と動態展示の実習）講師：横浜市立歴史博物館 鎌倉市教育委員会 

第２回：古民家の管理について 講師：鎌倉市教育委員会 鎌倉国宝館 

第３回：玉縄ふるさと館における資料展示の企画立案及び展示の実習 講師：鎌倉市教育委員会 

重要文化財（建造物）旧石井家住宅及び玉縄ふるさと館の案内リーフレットの内容検討   

戦国時代鎌倉の歴史遺産デジタルアーカイブ事業 

鎌倉の埋蔵文化財と玉縄城所縁の古文書、石碑

などを調査し、市教育委員会文化財課との協働

でリスト化、デジタルデータ化します。 

再現します。 

文化庁委託事業【昔の暮し衣食住体験】ワークショップ 

日時：9 月 17 日(木)10 時～13 時半 無料 

★体に優しい旬の和食の話と試食 講師:渡邊公子 

★色々な和包丁の研ぎ方を指導 講師:刀匠 山村綱廣 



（３)                               玉繩城まちだより       ２０１５年(平成２７年)９月５日発行 第１６号 

 

 

 

 

 

  

                                                                   

   

玉縄城主菩提寺 龍寳寺本堂      昨年の奉納古武道演武      国指定重要文化財 旧石井家住宅 

                               

七曲坂のシンボル 冠木門 

  

 

２
０
１
５
年
は
北
条
綱
成
生
誕
５
０
０
年

で
す
。
玉
縄
城
三
代
城
主
綱
成
は
、
相
模
、

三
浦
、
関
東
を
制
覇
す
る
後
北
条
氏
の
戦
い

で
、
常
に
地
黄
八
幡
の
背
旗
を
靡
か
せ
先
陣

を
切
り
、
「
勝
っ
た
ぞ
勝
っ
た
ぞ
」
と
兵
を

励
ま
し
一
度
も
敗
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
名
将
で
し
た
。
ま
た
城
主
と
し

て
は
善
政
を
敷
い
て
よ
く
鎌
倉
・
玉
縄
の
民

を
守
り
、
こ
の
地
に
「
龍
寳
寺
」
も
創
建
し

ま
し
た
。
玉
縄
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
戦
国
時
代
の
英
雄
だ
っ
た
の
で
す
。 

十
月
十
七
日
は
英
雄
「
綱
成
の
日
」
。
玉
縄

龍
寳
寺
で
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。 

・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

第
一
部
《
第
３
回
玉
縄
城
主
墓
前
祭
》 

九
時
半
～
法
要
会
参
列
は
玉
縄 

城
址
所
縁
の
皆
様 

第
二
部
《
奉
納
・
綱
成
演
武
セ
レ
モ
ニ
ー
》 

十
時
～
一
般
自
由
参
加 

第
三
部
《
玉
縄
城
遺
構
探
索
会
》 

十
時
半
～
予
約
制
六
十
名 

第
四
部 

文
化
庁
委
託
事
業 

《
演
武
・
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
》 

十
三
時
～
重
文
古
民
家 

玉
縄
城
に
行
こ
う 

綱
成
に
会
お
う 

北
条
綱
成
の
日
。 

予
告
：
９
月
26
日
（
土
）
７
時

４４
分
～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
マ
イ
あ
さ
ラ

ジ
オ
」
の
「
歴
史
を
探
し
て
」

で
伊
東
潤
さ
ん
に
玉
縄
城
の

紹
介
を
し
て
頂
き
ま
す
。 

参
加
者
募
集
中 

《玉
縄
城
遺
構
探
索
会
》 

九
時
半 

山
門
前
集
合 

玉
縄
ふ
る
さ
と
館
で
受
付 

本
堂
前
の
綱
成
セ
レ
モ
ニ
ー
に

参
加
後
、
《
探
索
会
》
に
出
発 

七
曲
坂
～
遺
構
群
～
龍
寳
寺 

十
二
時
二
十
分
古
民
家
で
昼
食 

 
 

・
参
加
費:

５
０
０
円 

《演
武
と
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
》 

綱
成
演
武
：
赤
羽
根
大
介 

講
演
：
山
口
博
氏 

・
真
鍋
淳
哉
氏 

放
談
：
伊
藤
一
美
氏 

・
参
加
費:

２
０
０
０
円 

＊
必
ず
予
約
申
し
込
下
さ
い 

第 51 回小田原北条五代祭り 5 月 3 日、鎌倉市の代表として招待され

20 人で参加しました。早雲の次男、初代玉縄城主北条左馬之助氏時隊

としてパレード。３回目のベテラン武将、幟旗がはためき、辻ごとに

「玉縄城参上！」の声が上がり行列を盛り上げました。同行の応援団

も存分に祭りを楽しみました。来年はぜひご一緒に行きましょう！ 

 



(４)                                 玉繩城まちだより      ２０１５年(平成２７年)９月５日発行 第１６号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玉
縄
城
里
山
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に 

民
間
助
成
を
活
用 

 
玉
縄
城
址
の
緑
地
保
全
活
動
に
、
損
保 

ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
環
境
財
団 

大
成
建 

設
自
然
・
歴
史
環
境
基
金 

イ
オ
ン
環
境
財 

団
の
活
動
助
成
を
受
け
ま
し
た
。 

年
間
４０
日
を
超
す
里
山
の
様
々
な
活 

動
に
活
用
し
ま
し
た
。
作
業
機
材
の
購
入

で
下
草
刈
り
が
は
か
ど
り
、
ブ
ロ
ワ
の
威

力
で
七
曲
坂
の
階
段
は
ピ
カ
ピ
カ
ー
。 

ア
イ
デ
ィ
ア
で
門
を
作
り
、
間
伐
材
で
目

の
前
で
階
段
が
生
ま
れ
る
、
個
性
溢
れ
る

男
性
会
員
は
兄
弟
の
よ
う
に
信
頼
関
係
で

繋
が
り
ま
す
。
女
性
会
員
は
力
仕
事
で
も

大
活
躍
！
汗
か
き
の
後
は
み
ん
な
爽
快
な

笑
顔
で
す
。
森
に
は
自
然
の
恩
恵
が
一
杯
。

藪
の
中
か
ら
貴
重
な
野
草
が
芽
を
出
し
て

い
た
り
、
ク
ヌ
ギ
の
幹
に
は
カ
ブ
ト
ム
シ

が
樹
液
に
集
ま
り
、
幼
稚
園
児
の
宝
物
。 

      

 

 蹴鞠場の草刈りはマンパワーで 

 

危険な作業は造園の専門家に依頼 

 
間伐材で作業用手作り階段完成 

 

玉縄城を偲ぶコースに分かり易い

看板を多数設置していきます。 

里
山
の
生
物
多
様
性
を
目
の
あ
た
り
に
も 

き
ま
す
。
緑
地
面
積
は
４
０
０
０
㎡
以
上
に 

広
が
り
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
範
囲 

を
超
え
る
仕
事
は
造
園
の
専
門
家
に
依
頼 

し
、
来
年
も
保
全
作
業
を
進
め
ま
す
。 

玉
縄
城
址
周
辺
の
緑
地
保
全
、
里
山
復
活
を 

目
指
し
て
落
葉
樹
、
野
草
の
植
栽
、
環
境
教 

育
の
里
山
学
校
開
催
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

活
動
に
力
が
入
り
ま
す
。 

 

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日 

 
 

★
歴
史
の
道
「
七
曲
坂
」
ア
ダ
プ
ト
と
整
備 

第
１
土
曜
日 

９:

００
～ 

１２
：

００ 
★
植
木
一
号
市
民
緑
地
「
太
鼓
櫓
址
」
整
備 

 

植
木
二
号
緑
地
「
焔
硝
蔵
址
」
城
址
遺
構 

群
「
蹴
鞠
場
、
三
角
平
場
」
の
保
全 

第
２ 

第
３
土
曜
日 

９:

００
～
１５:

００ 

「
ご
一
緒
に
い
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん
か
！
」 

雨
天
順
延
で
す
。
七
曲
坂
の
掲
示
板
で 

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

【編
集
か
ら
の
お
願
い
】 

◆
龍
寳
寺
「
玉
縄
ふ
る
さ
と
館
」
歴
史
民

俗
資
料
館
の
展
示
品
を
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。「
花
嫁
衣
装
、
半
纏
、
大
正
時
代

の
ア
イ
ロ
ン
、
ラ
ン
プ
」
な
ど
を
探
し
て

い
ま
す
、
ぜ
ひ
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。 

◆
昔
の
暮
ら
し
調
べ
で
玉
縄
ふ
る
さ
と

館
を
訪
れ
る
学
童
と
楽
し
い
２
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
数
名
募
集
中
！
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
荒
井
幸
子
） 

☎/
📠

４
５
・
７
４
１
１
、
メ
ー
ル
・

Ｈ
Ｐ
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

第
九
回
総
会
か
ら 

４
月
11
日
（
土
）
玉
縄
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

新
た
な
陣
容
と
総
予
算
２
２
７
万

円
で
本
部
、
文
化
、
里
山
の
各
事
業

及
び
来
年
度
の
十
周
年
記
念
事
業

に
取
組
み
ま
す
。 

会 

長 

荒
井
章 

副
会
長 

田
中
八
郎 

正
木
重
郎 

兵
藤
芳
朗 

理 

事 

中
村
省
司 

荒
井
幸
子 

増
川
勇
次
郎 

松
田
明 

大
竹
正
芳 

横
内
宏
明 

加
藤
明
彦 

荒
木
俊
彦  

寺
口
順
子 

森
靖
子 

山
本
日
出
子 

監 

事 

梅
田
良
光 

渋
木
嘉
孝 

顧 

問 

熊
代
德
彦 

伊
藤
一
美 

推
進
委
員 

十
五
名 

【七
曲
坂
の
野
草
】⑨
藪
ミ
ョ
ウ
ガ 

日
照
の
少
な
い
土
地
を
好
み
、
七
曲
坂
斜
面 

や
蹴
鞠
場
な
ど
で
見
ら
れ
る
。
花
期
は
８
～ 

９
月
、
花
は
一
日
花
と
し
て
終
え
青
藍
色
の 

実
を
つ
け
ま
す
。
木
漏
れ
日
も
射
さ
な
い
よ 

う
な
中
で
咲
く
白
い
花
は
一
層
目
立
ち
ま
す
。 

名
前
は
葉
の
形
が
似
て
い
る
の
で
つ
い
た
。 

関
東
以
西
で
分
布
し
、
私
の
故
郷
の
山
形
で
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 
 

（
増
川
勇
次
郎
） 

 


